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〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３  電話 0799-22-4798 
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ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さま

の教えを今生きる私たちが聞かせていただく大

切な機会です。浄泉寺本堂でご法事を勤めること

もできます。 

一周忌一周忌一周忌一周忌    平成 29 年(2017 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    平成 28 年(2016 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 24 年(2012 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 18 年(2006 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 14 年(2002 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 6 年(1994 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    昭和 61 年(1986 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 44 年(1969 年)亡 

どなたでもご参加いただけます！！ 

白い象をみんなでお飾りして、お釈

迦さまの誕生日をお祝いします。 

ご参加のお子様には、記念品をお渡

しします。ご縁のあるお子様とぜひ

ご一緒にお参りください♪ 

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ⑩⑩⑩⑩        ～～～～    花まつり花まつり花まつり花まつり    ～～～～    

４月８日は、お釈迦

し ゃ か

さまの誕生日です。お釈迦さまは、

今から２５００年程前にお生まれになりました。お釈迦さ

まは生まれてすぐに七歩歩き、天と地を指差して「天

てん

上

じょう

天

てん

下

げ

唯

ゆい

我

が

独

どく

尊

そん

（わたしはわたしひとりとして尊い）」と言われ

たと伝えられています。お釈迦さまに限らず、私たちはみ

んな「オギャー！」と独り泣きながらこの世に生まれてき

ます。生まれた赤ん坊は、どこの国に生まれたとか、男だ

とか女だとか、豊かな家か貧しい家か等、人と比べること

なくすべてをまるごと「オギャー！」と引き受けて生まれ

てきます。このことが、まさに「天上天下唯我独尊」とい

うお釈迦さまの誕生の意義なのではないでしょうか。 

「合掌は天上天下唯我独尊の表示である」とは、大谷派

の先達・暁

あ け

烏

がらす

敏

は や

先生の言葉です。お釈迦さまの誕生をお祝

いする花まつりの季節、私たちも手を合わせて、私が私と

して生きていることに思いをはせてみたいと思います。 

    (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

)    


